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高岡市へ

豊
富
な
水
資
源
を
有
効
に
利
用
し
て
、

富
山

検査は慎重に続けられる

県
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
よ
う
と
い
う
の
が

県
営
和
田
川
水
道
管
理
所
(
富
山
県
企
業
局
)

の
仕
事
。

昭
和
四
二
年
に
上
水
道
・
工
業
用
水
・
農
業
用

水
道
に
発
電
・
治
水
の
多
目
的
事
業
の
で
き
る

和
田
川
ダ
ム
が
完
成
し
、
こ
の
管
理
所
地
内
に

伺

上

水

工
業
用
水
の
導
水
管
を
引
き
、
四
三
年

前
七
月
に
上
水
道
、
四
六
年
七
月
か
ら
工
業
用
水

重

の
一
部
給
水
を
始
め
た
。
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月ELF 説紙表

上
水
道

l
良
質
で
割
安
な
安
定
し
た
水
道
用

水
を
、
高
岡
市
・
射
水
上
水
道
企
業
団
(
新
湊

水の問屋

市
・
小
杉
町

・
大
門
町
・
大
島
町
・
下
村
)
へ

一
日
量
最
大
七
五
、

0
0
0
.町
を
給
水
し
て
い

る

工
業
用
水
道

l
富
山
新
港
臨
海
工
業
地
帯
や

地
下
水
低
下
で
工
業
用
水
不
足
の
高
岡

・
新
湊

地
区
の
既

水質や沈でん ろ過薬品注入配水など上水・工水の

浄水場の水の流れを集中管理する いわば管理所の心臓

部

設
工
業
地

帯
へ
、
日
量
三

O
O
、
0
0
0
.附
を
給
水
し
て
い
る
。

管
理
所
で
は
、
上
水
道
関
係
に
十
四
名
、
工
業
用
水
道
関
係
に
十
一
名

の
職
員
が
水
管
理
に
取
組
ん
で
い
る
。

企
業
局
で
は
今
、
こ
の
和
田
川
水
道
だ
け
で
は
不
足
す
る
県
内
の
需
要

水
量
を
補
お
う
と
上
水
道
で
は
県
西
部
の
千
梶
川

(小
矢
部
市
・
福
岡
町

・
境
川

(高
岡
市
・
射
水
上
水
道
企
業
団
・
氷

-
高
岡
市

・
氷
見
市
へ
)

見
市
へ
)
ま
た
、
熊
野
川
(
富
山
市
・
大
山
町

・
大
沢
野
町

・
八
尾
町
・

婦
中
町
へ
)
に
浄
水
場
を
建
設
中
で
あ
る
。

そ
し
て
工
業
用
水
も
、
生
産
増
や
地
下
水
低
下
が
子
怨
さ
れ
る
た
め
、

新
た
な
水
源
地
を
神
通
川
に
求
め
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。
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調
査
設
計

百分
回 調 調 抽 4票 対 地

基数比
収

査 査 出
本

方 時 方
率 j去 期 法 数 象 域

収総数回

八
調査員 和五昭

一 j筒

富県全山四

才上0 以。。
よ 年八 域。 る

0 人を
個別面接調査

九月
女男の。

八日

。0 人

十九月。
委託。と 日

調査

し
?こ

調
査
項
目

県 教 ネ盲 県

民

生

政 =同民 祉 活

県広 生高 福 余生 j肖

政 報
涯 等 祉 活費

J、、
. 

の
教教 施 指 生

要 ，品ア:¥.

望聴、 育育 吾員川又会 暇標 j舌

快
適
で
便
利
に

満
足
度
に
お
い

て
特
に
注
目
す
べ

き
こ
と
は
、
学
歴
と
の
相
関
で
大
学

卒
は
、
高
校
・
中
卒
よ
り
、
す
べ
て

の
領
域
で
満
足
度
が
低
く
、
知
識
層

な
っ
た
が

図
表
で
ご
覧
の
よ
う
に
各
領
域
と

も
満
足
度
が
五

o
rを
超
え
て
い
ま

す
が
、
全
体
を
総
合
し
て
み
ま
す
と
、

ほ
ど
環
境
評
価
の
水
準
が
厳
し
い

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
(
表

1
参
照

満
足
度
の
「
非
常
に
よ
い
」
領
域
は

生
活
環
境
の
快
適
性
と
日
常
生
活
の

利
便
性
で
あ
り
、
「
ま
あ
よ
い
」
領

域
は
、
暮
ら
し
の
安
全
性
で
あ
り
ま

り教
育
環ー

境方

経少

済し
性悪

健」

康領
性域
では
あ

す

「
悪
い
」
領
域
は
、

地
域
社
会

と
な

っ
て
い
ま
す
。

人
生
に
お
け
る

「
生
き
が
い
」
は

〈生活指標〉
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図表 2

」
の
項
で
は

1
、
消
費
者
の
た
め
の
行

政
2
、
商
品
と
そ
の
包
装
経

費
3
、
最
近
の
物
価
の
動
き

4
、
価
格
上
昇
の
激
し
か

っ
た
費
目

図表 1

5
、
物
価
対
策

な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

不
安
定
要
因
を

行
政
指
導
で

回
答
の
中
の
特
徴
を
挙
げ
ま
す
と

消
費
者
の
立
場
に
た

っ
て
、
製
造
販

売
す
る
側
の
指
導
を
す
べ
き
で
あ
る

と
指
摘
し
、
過
剰
包
装
は
不
必
要
で

あ
る
と
い
う
意
見
が
多
く
、
物
価
は

不
安
定
で
、
む
し
ろ
上
昇
気
味
で
あ

る
。
殊
に
光
熱
費
、
教
育
、
交
通
、

サ
ー
ビ

ス
料
、
生
鮮
食
品
の
値
上
り

が
激
し
い
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

個
人
個
人
の
持

つ
価
値
観
が
大
き
な

い
わ
ば
内
的
環

影
響
を
与
え
ま
す
。

境
の
価
値
観
に
よ

っ
て、

全
体
の
環

境
領
域
の
も
つ
比
重
が
変

っ
て
く
る

と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
面
か
ら
、

県
民
の
生
き
が
い
と
、
当
面
の
関
心

事
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
、
図

表

3
に
表
わ
し
て
み
ま
し
た
。

円
満
な
家
庭
を

図
表
で
ご
覧
の
よ
う
に
、
生
き
が
い

の
一

位
は
「
家
庭
の
円
満
」
、
第

不満

49.2% 

表 1 手IJ 経 女，ムー.
'1夫 健 教 地 平

{更 j斉 全 適 康
育環境 域社~エ』

満 足 度 '1全 性 '性 性 '1生 均

% % % % % % % % 

両小・ 新 中 卒 68.2 54.2 60.8 71.9 52.9 64.8 56.3 61.3 

旧中・ 新高 卒 71.8 54.4 60.2 69.9 55.1 4..4 49.4 58.6 

旧専 ・新旧大卒 56.949.157.861.2 45.1- 32.833.6 48.1 

長主主i

〈消費生活〉

(物価対策への希望)

38.7% 今
後
の
県
や
市
町
村
が
と
る
べ
き
物

価
対
策
と
し
て
、
公
共
料
金
対
策
、

価
格
や
需
給
の
調
査
監
視
等
を
強
く

(
図
表

1
参
照
)

全
般
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
消
費
者

の
態
度
は
落
着
き
を
見
せ
、
物
を
大

望
ん
で
い
ま
す
。

切
に
す
る
風
潮
や
、
購
入
に
も
慎
重

き
が
出
て
来
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
を
背
景
に
、
県
で
は
よ

り
一
層
、
定
期
的
な
生
活
関
連
物
資

の
価
格
需
給
調
査
や
情
報
の
提
供
、

業
界
指
導
等
を
行
い
、
県
民
の
生
活

(生全カ%、)

カぜ L、〉〈生き図表 3位
は

「
子
供
の
成
長
」
で
あ
り

当
面
の
関
心
事
も

一
位
が

「健

康
で
安
全
な
生
活
」
、
二
位
は

「
子
供
の
教
育
や
将
来
」
と
な

っ
て
お
り
、
総
じ
て
「
家
庭
型
」

の
タ
イ
プ
と
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

2
 

安
定
対
策
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
に
対
す
る
県
民
の
満
足

「度
を
、
図
表

2
の
よ
う
に
七
つ
の
領

域

(利
便
性
・
経
済
性

・
安
定
性

・

快
適
性
・
健
康
性
・
教
育
環
境

・
地

域
社
会
)
に
わ
た
り
調
査
を
し
て
み

ま
し
た
。

3 

1
、
現
在
の
余
暇
の
過
し
方



2

1
の
満
足
度

3
、
余
暇
の
有
効
利
用
に
不
足
す
る

も
グ〉

4
、
将
来
の
余
暇
増
へ
の
対
応
意
識

5
、
余
暇
時
間
や
収
入
増
の
場
合
の

過
し
方

6
、
余
暇
に
必
要
な
施
設

と
六
つ
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
ー
で

は
平
日
、
休
日
、
連
休
に
分
け
て
、

5
で
は
、
収
入
が

2
倍
に
な
り
長
期

休
暇
が
と
れ
た
と
き
と
、

一
O
日
程

の
長
期
休
暇
が
と
れ
た
と
き
の
過
し

方
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

有

効

な

余

暇

利

用

・

・・

も
う

一
歩

余
暇
に
つ
い
て
は
昭
和
四
九
年
に

同
様
な
調
査
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
比
べ
収
入
増
も
あ
っ
て
か
、

休
日
に
お
け
る
「
旅
行
」
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

平
日
、
休
日
は
休
養
型
で
、
連
休

は
活
動
型
で
す
が
、
有
効
に
使
う
た

め
に
は
ま
だ
時
間
も
収
入
も
不
足
し

気
分
的
ゆ
と
り
が
な
く
、
ま
た
施
設

不
足
な
ど
社
会
側
に
も
問
題
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
余
暇
活
動

に
つ
い
て
、
自
主
的
で
充
実
し
た
生

や
「
福
祉
限
度
論
」
の
立
場
が
多
い

の
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

図

表

5
参
照

教
育
に
熱
心
な
富
山
県
民
は

1
、
学
歴
に
つ
い
て

2
、
ど
の
程
度
の
教
育
が
必
要
か

3
、
県
外
進
学
の
理
由

育〉教等〈高

図表 6

活
を
お
く
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
主
体
的
意
識
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
す
。
た
だ
将
来
余
暇

時
間
が
増
え
て
も
変
化
は
な
く
、
何

を
し
て
よ
い
か
と
ま
ど
う
だ
ろ
う
と

務総ミミ欄 21叶1 1%

い
う
意
見
が
多
く
あ
る
こ
と
は
、
現

状
で
の
余
暇
環
境
の
貧
し
き
、
環
境

づ
く
り
の
難
か
し
さ
を
示
し
て
い
ま

す

(
図
表

4
参
照
)

県
民
の
福
祉
関
心
度
に
つ
い
て
は

1
、
在
宅
心
身
障
害
者
(
児
)
へ
の

援
助

4
、
県
内
に
も

っ
と
高
等
教
育
機
関

が
必
要
か

5
、
高
卒
者
が
働
き
な
が
ら
学
ぶ
学

校
教
育
形
態
は

等
の
問
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
答
え

て
い
ま
す
。

男
子
は
専
門
知
識

女
子
は
教
養

学
歴
な
ん
て
:
:
:
と
ま
で
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
硬
直
的
学
歴
指
向
が
弱

ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

は
あ
く
ま
で
タ
テ
，
マ
エ
で
、
い
ざ
自
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2

心
身
障
害
者
(
児
)
の
福
祉
対

策
3
、
民
間
奉
仕
活
動
へ
の
参
加

4
、
高
福
祉

・
適
正
負
担

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

県
民
の
関
心
度

「
福
祉
」

午
前
い

公
的
経
済
援
助
と
と
も
に
地
域
社

分
の
子
供
は
:
:
:
と
な
り
ま
す
と

高
等
教
育
を
と
い
う
希
望
は
圧
倒
的

に
多
く
、
女
子
の
場
合
も
四

O
Y
の

希
望
が
で
て
い
ま
す
。
男
子
に
は
専

門
的
知
識
、
技
術
を
、
女
子
は
高
い

教
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
し
て

(
図
表

6
参
照
)

い
ま
す
。

一
方
、
県
外
進
学
の
傾
向
は
、

県
内
の
大
学

・
短
大
が
整
備
さ
れ
れ

ば
変
る
」
と
す
る
者
は
三
六

・
四
軒

「
日
本
全
体
の
社
会

に
と
ど
ま
り
、

情
勢
は
当
分
変
ら
な
い
の
で
こ
の
傾

向
は
今
後
も
続
く
」
と
す
る
意
見
や

育〉教i運〈生

32.9% 

図表 7

〈キ冨

(高福祉・適正負担の問題)

ヰ止 〉
図表 5会

の
理
解
や
援
助
と
い
う
「
私
的
扶

助
」
の
必
要
性
が
、
若
年
層
に
支
持

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
福
祉
の
将

さ
れ
ま
す
。

来
の
方
向
を
示
す
傾
向
と
し
て
注
目

福
祉
対
策
は
経
済
援
助
、
施
設
充

実
、
一
自
立
施
策
と
三
方
面
に
回
答
が

分
散
さ
れ
、
各
方
面
の
施
策
の
必
要

性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
何
と
も
い
え
な
い
」
な
ど
の
態
度

保
留
意
見
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
県
内
に
は
高
等
教
育
機
関

が
も

っ
と
必
要
で
あ
り
、
学
部
、
学

科
の
設
置
分
野
を
広
げ
る
方
向
で
、

--， 

大
学
、
短
大
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

専
門
校
、
訓
練
施
設
の
発
展
を
望
む

声
が
強
く
出
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
、
就
職
し
て
い
る
者

の
継
続
教
育
に
つ
い
て
は
、
高
校
の

専
攻
科
、
通
信
教
育
、
夜
間
短
大
を

ほ
ぼ
同
率
で
希
望
し
て
お
り
、
継
続

(学習への意欲)

4 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は

参
加
し
て
活
動
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
人
が
多
く
、
ま
た
何
ら
か

の
形
で
参
加
し
た
い
と
答
え
た
人
を

含
め
こ
れ
が
発
掘
と
育
成
の
必
要
が

指
摘
さ
れ
ま
す
。

高
福
祉
を
行
う
た
め
に
は
、
負
担

が
多
く
な
っ
て
も
と
い
う
意
見
と

負
担
に
は
限
度
が
あ
る
。
福
祉
に
も

限
度
を
:
・
と
い
う
意
見
と
で
は
、
や

教
育
の
必
要
性
を
認
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
専
修
学
校
、
専
門
学
校
等

の
整
備
と
関
連
し
て
検
討
す
べ
き
点

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
己
啓
発
の
た
め
の
生
涯
教
育
。

県
民
の
意
欲
は
ど
う
か
を
み
ま
す
と

学
習
意
欲
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

5 

(現在している学習)



に
や
り
た
い

(
十
六
・
九
軒
)
や
り

た
い
気
持
は
あ
る
(
五
八

・
九
行
)

と
意
欲
充
分
。

意
欲
満
々も

っ
と

P
R
を

学
習
の
種
類
は
、
職
業
的
知
識
、

技
能
が
ト
ッ
プ
で
、
趣
味
、
一
般
教

養
、
健
康
や
安
全
、
子
供
の
教
育
と

僅
か
の
差
で
続
い
て
い

ま
す。

学
ぶ
方
法
は
、
講
演
会
、
講
習
会
、

学
級
に
出
席
し
て
が
多
く
、
つ
い
で

サ
ー
ク
ル
で
、

個
人
で
、
な
ど
と
な

り
、
学
習
の
時
間
的
ゆ
と
り
は
、
県

民
二
人
に
一
人
は
っ
く
り
だ
せ
る
よ

う
で
す
。

講
座
等
も
「
気
軽
に
利
用
で
き
る

二
流
講
師
」
に
よ
る

も
の
と
の
要
望
が
ほ
ぼ
同
率
と
な
っ

」
も
の
と
、

て
お
り
、

一
流
講
師
に
よ
る
講
演
等

の
要
望
が
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す。

学
習
に
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
は

日
曜
日
が
や
や
多
く
、
土
、
平
日
と

で
は
差
異
が
な
く、

夜
間
は
日
曜
日

よ
り
、
土
、
平
日
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

問
題
点
と
し
て
、

折
角
の
講
座
や

学
級
の
開
催
を
知
ら
な

い
も
の
が
多

図表 g

〈力を入れてほしい施策〉ー1

%
社
会
福
祉
施
策
の
充
実

5
 

3
 

く
、
学
習
機
会
の
拡
充
と
共
に
広
報

活
動
の
あ
り
方
が
検
討
課
題
で
す
。

(
図
表

7
参
照
)

あ
な
た
は
、
県
の
仕
事
や
活
動
の

も
よ
う
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
お
知
り
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

か
。
次
の
う
ち
か
ら
、

2
つ
選
ん
で

(
そ
の
方
法
)

(県に伝えたか)

下
さ
い
。新

聞
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映

画
、
県
の
刊
行
物
、
県
の
催
し

ゃ
行
事
、
人
の
話
、
そ
の
他
、

わ
か
ら
な
い
。

あ
な
た
は
、
い
か
が
で
す
か
。

調
査
で
は
新
聞
、
テ
レ
ビ
が
圧
倒

的
で
、
刊
行
物
は
グ
ー
ン
と
下
が
っ

て
の
三
位
で
し
た
。

意
見
、

要
望

聴 〉図表 8 <公

ど
し
ど
し
と

県
へ
の
要
望
、
意
見
、
不
満
を
こ

近
く
に
住
む
県
職
員

県
民
相
談
室

の
三
年
以
内
に
も

っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
の
質
問
に
は
、
あ
る
(
三
四

許
)
な
い
(
六
六
かれ
)
で
、

「ホ

γhv

」
の
方
で
県
へ
伝
え
た
の
は
三
四
軒

中
一

0
・
六
軒
と
、
具
体
的
に
要
望

が
あ
っ
て
も
そ
の
内
の
七
割
は
物
言

わ
ぬ
県
民
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

言
わ
な
い
の
か
と
な
る
と
、
う
ち
四
割

は
「
伝
え
て
も
無
駄
」
と
始
め
か
ら

そ

の

他

あ
き
ら
め
て
い
る
格
好
。

(図
表

8
)

県
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
れ

ば
、
「
知
事
と
語
る
会
」
「
知
事
と

語
る
婦
人
の
集
い
」
に
出
席
し
て
発

言
き
れ
る
か
手
紙
や

は
が
き
、
県
民
相
談

県
庁
や
県
の
出
先
償
問

室
(
県
庁
内
及
び
高

自
治
会
、
町
内
会

岡

・
砺
波
・
魚
津
の

市
役
所
や
役
場

各
総
合
庁
舎
内
)
等

を
利
用
し
て
ど
し
ど

し
お
伝
え
願
い
た
い

知
事
へ
の
手
紙
や
は
が
き

「
知
事
と
跨
る
会
」
や
「
知
事
と

阻
回
る
婦
人
の
つ
ど
い
」
に
参
加

({主みよい富山県をつく る)

岨
冊唖

聞の税
証'm引盛

酔民県

文
化
財
は
、
長
い
歴
史
の
過
程
に

お
い
て
人
聞
が
造
り
出
し
た
民
族
的

遺
産
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て

最
も
直
接
的
に
歴
史
の
事
実
や
そ
れ

上
下
水
道
の
護
倫
明7

 

も
の
で
す
。

そ

の

他

伝
え
る
方
法
を
知
勺
な
か
っ

た
か
勺

伝
え
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た

か
り

い
そ
が
し
〈

τ、
ひ
ま
か
な

か
っ
た
か
勺

愛
護
し
よ
う
関
目
白
町
、
ふ
る
さ
と
の
宝

を
に
つ
な
が
る
事
象
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
文
化
財
は
、

現
在
を
起
点
に
過
去
と
未
来
を
仲
介

す
る
役
目
を
果
し
て
い
ま
す
。
と
く

図表10
〈力を入れてほ しい施策〉一2.
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に
、
日
本
の
文
化
財
は
、
立
地
条
件

や
単
一
民
族
で
一
つ
の
系
列
の
中
で

育
ま
れ
て
き
て
お
り
、
異
民
族
に
よ

る
破
壊
や
持
ち
去
り
が
少
な
く
、
守

り
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
世

界
的
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
な
お
記
憶
に
残
る
法
隆
寺
金

堂
壁
画
の
焼
失
と
い
う
悲
し
い
事
故

最
後
に
県
政
へ
の
要
望
は
図
表

9

と
刊
の
通
り
で
す
。
昨
年
に
比
べ
て

「住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
」

施

策
に
対
し
て
は
、
物
価
対
策

・
社
会

福
祉

・
交
通
安
全
・
公
害
防
止

・
上

下
水
道
の
順
で
そ
の
充
実
整
備
を
望

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
に
比
べ

て
順
位
は
同
じ
で
す
が
、
社
会
福
祉

6 

-
公
害
防
止

・
物
価
対
策
の
要
望
比

率
が
や
や
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」

施
策
で
は
、
農
業
振
興
、
北
陸
自
動
車

道
、
工
業
地
帯
造
成
に
対
す
る
要
望

が
増
え
、
概
し
て
産
業
振
興
を
望
む

声
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

「
若
い
世
代
を
育
て
る
」

で
は
昨

年
と
同
様
、
健
全
育
成
、
教
育
の
充

実
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

面
倒
だ
っ
た
か
ら

調
査
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ま

に
本
紙
上
を
借
り
て
厚
く
お
札
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
戦
前
か
ら

の
国
宝
保
存
法
や
史
蹟
名
勝
紀
念
物

法
等
を
一
元
化
し
、
さ
ら
に
内
容
を

充
実
し
て
、
現
在
の
文
化
財
保
護
法

の
基
が
昭
和
二
十
五
年
施
行
き
れ
ま

1
v
れ~
。

戦
争
前
後
の
受
難
期
と
は
違

っ
た
意

味
で
、
現
在
文
化
財
に
と

っ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
受
難
期
に

面
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
開
発
の
進
展
と
埋
蔵
文
化

財
の
保
存
、
生
活
様
式
の
変
化
と
民

(若い世代を育てる)

27.6% 

フ

俗
文
化
財
の
保
存
等
お
互
い
に
相
容

れ
な
い
幾
多
の
問
題
が
表
面
に
現
わ

れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
文
化
財
を
守

る
た
め
に
法
律
は
整
備
き
れ
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
保
護
対
策
も
と
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
国
民
一
人
一
人
が

文
化
財
愛
護
の
気
持
ち
と
を
つ
こ
と

が
何
よ
り
力
強
い
方
策
で
寸
。

豊
か
な
郷
土
を
造
る
た
め
に
、
心

の
豊
き
、
や
す
ら
ぎ
を
文
化
財
に
も

と
め
、
今
日
よ
り
明
日
へ
の
あ
ゆ
み

を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。



今年度から県内の 14市町村(福光町・城端町 ・八

尾町・庄川町・細入村 ・魚津市・入善町・大沢野町

・氷見市・大島町 ・黒部市 ・滑川市 ・高岡市・ 富 山

市)て¥母と子の公民館活動という新しい事業が始

まっています。

「母と子の公民館活動促進事業」と呼ばれるこの

応手号館がすすめる主主主主

r 母子の訴事1
グ)レーープ活動

事業は、こどもの情操を豊かにし、心身の健全な成

長を図り、母と子の結びつきを強めることを目的と

して実施されています。

具体的には、次のような静と動の 2つの活動が軸

プ
の
数
は
、

2
グ
ル
ー
プ
以
上
で
、

1
グ
ル
ー
プ
の
規
模
は
別
人
程
度
、

1
グ
ル
ー
プ
の
年
間
活
動
時
間
は
初

時
間
程
度
で
す
。

し
て
い
ま
す
。

になって進められています。

母と子の読書例

主な月のテーマ

ま
た
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
他

の
公
民
館
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
と
か

野
外
活
動
、
少
年
教
育
施
設
(
例
え

ば
少
年
自
然
の
家
)
等
の
利
用
を
考

え
、
効
果
的
な
運
営
を
は
か
っ
て
い

「
ふ
た
ば
グ
ル
ー
プ
」

り
グ
ル
ー
プ
」

「
若
草
の
会
」
な
ど

の
名
称
を
つ
け
て
、
書
道
・
音
楽
・

「
ひ
ま
わ

造
形
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
活
動
を
実
施

ま
す
。

子
で
読
書

-
母
と
子
を
対
象
に
図
書
の
貸
出
し

促
進
事
業

0
0
冊
以
上
購
入
し
、
指
導
員
を
配

置
し
て
、
母
と
子
の
読
書
活
動
を
進

め
て
い
く
事
業
で
す
。

実
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
を

(
年
間
一

O
O
日
程
度
)

.
読
書
会

=ユゴ伝

言冗

読
書
活
動

公
民
館
に
児
童

用
図
書
を
年
間
三

行
っ
て
い
ま
す
。

母
と
子
の
グ

図
書
の
紹
介

書
相
談

読
書
発
表
会

お

話
し
会

ル
ー
プ
活
動

司t

公
民
館
で
、
文

化
・
創
作
(
音
楽

-
図
画
・
工
作
等
)
活
動
、
科
学
活

ー
母
と
子
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
育
成

す
る
事
業
で
す
。
育
成
す
る
グ
ル

l

動
、
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う

巴

」
れ
か
ら
の
少
年
教
育
に
と
っ
て

社
会
教
育
施
設
を
利
用
し
よ
う

こ
の
よ
う
に
学
校
外
の
社
会
教
育

施
設
を
利
用
し
て
、
親
子
が
い
っ
し

大
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
や
地
域
で
も
、

ょ
に
な
っ
て
、
家
庭
や
学
校
で
期
待

い
ろ
ん
な
活
動
を
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

し
に
く
い
学
習
体
験
を
も
つ
こ
と
は

母と子の自然探究例

月匁Ij 場所 時間 t舌 動 名 t舌 動 内 ~ 宮司・

4 中央公民館 2 
日司 講 式 四季の草花を図鑑等を利用して説明す
季節の草花 る

5 通学路 2 通学路の草花 毎日の通学路の草花について学習

5 中央公民館 2 お し はf
採集すしてきた植物を大切すに保存し 観
察るためにおしは.に る

6 " 2 草花の育て方 草花の植え方育て方を平易に学ぶ

7 " 2 植物の世界
16ミリフィノレムを使って植物の生態を
安日る

7 交1:1 外 2 ス ケ '/ チ 植物を親子でスケ ッチする

8 中央公民館 2 夏の 」干 ん虫 夏のこん虫の種類を知る

8 " 2 こん虫の力くらべ かぶと虫の力くらべや種々の遊び

9 " 2 虫の声を聞く 声のいろいろ

10 " 2 小筈リさい生きものの役 こん虫と大自然とのかかわりを学ぶの
とスケ ッチ とスケ ッチ

11 " 2 こん虫の世界
16ミリフィルムによるこん虫の生態を
学ぶ

12 " 2 閉講式と作文
小さな生きものと自分について作分す
る |

開講式登録を女叡〉る。お互いの紹介

お も ち ゃ と 読 書
漫画のおもしろきと名作のおもしろさ

子 ど も の 絵 本 の 見 方 と 読 み 方

テレビと読書

本を嫌う子と読みすぎる子

寝そべって読むこと

あそびと読書

子どもの話しと夢

お年玉の絵本 閉講式

同
月
白
川
日
付
白
川
同
月
日
川
日
川
白
川
白
川
白
川

4
5
6
7
8
9
m
日ロ
1

母と子のグループ活動例

月別 場所 時間 活 動 名 活 動 内 勾廿全=・

4 中央公民館 2 
持司 講 式

自己紹介とレクリェーションレクリエーション

5 寺 院 2 童 話 ~ 母が子に読んで聞かせ 語りあう

5 中央公民館 2 似 顔 ドJ去6. 母と子で互いに書きあう

6 " 2 音楽とゲーム レコード等を使ってゲーム本会

6 " 2 お 話 し ~ 高令者より民話を聞く

7 " 2 おもちゃ工作 不用品を使っておもちゃを作って遊ぶ

7 プール 2 水 滑t 安全な水あそび

8 体育館 2 華且 子 体 操 親子でできる体操を紹介する

9 中央公民館 2 ス ケ 、ソ チ 草花をスケ ッチ

10 青少年ホーム 2 軽ス ポーツ 親子でできる軽スポーツを実習紹介する

11 郊 外 2 も み じが り 落葉をひろっての散策

12 中央公民館 2 閉講式と作文 母と子の互いの思い出を書きつづる

g 



東
南
に
位
置
す
る
赤
祖
父
山
。
そ
の
山
す
そ
に
広
が
る

井
口
村
。
そ
の
耕
地
を
ニ
介
す
る
か
の
よ
う
に
赤
祖
父
川

が
清
く
流
れ
て
い
る
。

砺
波
市
を
中
核
と
す
る
広
域
生
活
圏
に
属
し
、
豊
か
な

農
村
を
象
徴
す
る
整
然
と
し
た
田
園
風
景
は
か
み
ど
り
の

田
園
。
を
か
も
し
だ
し
て
実
に
す
ば
ら
し
い
。

一
方
、
簡
易
水
道
や
南
砺
用
水
路
も
完
成
し
、

の
よ
う
な
水
不
足
も
解
消
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
公
民

館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
擁
し
た
総
合
庁

舎
の
計
画
も
で
き
、
そ
の
着
工
も
せ
ま
っ
て
い
る
。

豊
か
な
緑
と
自
然
を
生
か
し
た
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を

村
政
の
指
針
と
し
て
、
古
来
の
遺
産
を
生
か
し
つ
つ
絶
ゆ

ま
な
い
前
進
を
続
け
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

室孟孟孟~

か
つ
て

空から拝見



農
作
業
の
省
力
化
、
機
械
化
、
圃
場
整
備
等
か
ら
耕
地
は
痩
せ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
?
と
い
う
こ
と
か
ら
、
県
で
は
毎
年
十
月
の
最

初
の
土
曜
日
を
「
土
の
日
」
(
+
月
の
+
と
第
一
土
曜
日
の
一
を
合
せ

て
「
土
の
日
」
)
に
定
め
て
、
強
調
月
間
と
し
て
、
こ
の
推
進
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

以
来
農
家
の
土
づ
く
り
意
欲
は
盛
ん
で
、
今
年
の
よ
う
な
異
常
天
候

で
も
、
土
壌
に
力
の
あ
る
と
こ
ろ
は
大
し
た
影
響
が
出
て
お
り
ま
せ
ん

「
土
壌
に
力
を
つ
け
る
」
「
よ
い
土
づ
く
り
」
を
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
を
、
県
農
業
試
験
場
長
穴
口
市
良
さ
ん
と

さ
と
い
も
生
産
で
実
際
効
果
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
井
波
町
の
園
芸
農
家

荒
木
光
雄
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

(
こ
れ
は
去
る
十
月
三
日

K
N
B
テ
レ
ビ
み
ん
な
の
県
政
か
ら
集
録

要
点
編
集
し
た
も
の
で
す
)

。
高
い
収
穫
を
あ
げ
る
土
と
は

ら
い
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、
要

-
よ
い
土
と
か
地
力
増
強
の
地
力
と

す
る
に
「
作
物
を
生
産
す
る
土
の
能

力
」
で
、
作
物
の
生
産
に
か
か
わ
る

土
の
物
理
的
、
化
学
的
、
生
物
的
性

質
の
総
合
さ
れ
た
も
の
で
、
安
定
的

に
高
い
収
穫
を
あ
げ
易
い
土
を
普
通

「
地
力
の
高
い
、
よ
い
土
」
と
い
っ

い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

{
入
口

地
力
と
い
う
こ
と
は
、
昔
か

て
お
り
ま
す
。

い
い
か
え
ま
す
と
「
よ
い
土
」
と

は
、
良
質
の
米
や
園
芸
作
物
な
ど
の

収
量
が
沢
山
と
れ
や
す
い
土
、
ま
た

~ 

低
く
、
燐
酸
や
石
灰
、
苦
土
と
い
っ

た
養
分
が
欠
乏
し
た
も
の
が
多
い
状

地
の
土
を
調
べ
た
結
果
を
み
ま
す
と

大
き
な
阻
害
要
因
を
持
つ
不
良
土
壌

の
面
積
が
、
水
田
で
は
五
五
軒
と、

態
で
す
。

農
業
試
験
場
が
昭
和
三
十
四
年
か

か
な
り
大
き
な
面
績
に
な
っ
て
い
ま

ら
十
九
年
間
に
わ
た
っ
て
本
県
の
耕

す
。

第

に
有
機
質
肥
料
を

-
県
が
全
国
に
先
が
け
て
地
力
増
強

土
づ
く
り
は
短
期
間
で
は
で

き
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

{
八
口

に
取
組
む
ゆ
え
ん
で
す
ね
。
土
づ
く

り
の
具
体
策
は
。

実
情
や
土
の
性
質
に
応
じ
て
目
標
を

図 1

定
め
、
毎
年
強
力

に
進
め
る
こ
と
が

肝
要
で
す
が
、
県

で
は
富
山
県
地
力

増
強
対
策
推
進
協

議
会
を
つ
く

っ
て

」
の
推
進
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
対
策

と
し
て
は
、
第
一

に
地
力
の
衰
え
を

防
ぎ
、
作
物
に
対

す
る
土
の
環
境
を

よ
く
す
る
た
め
に

霊苧

堆
き
ゅ
う
肥
な
ど

の
有
機
物
を
施
す

第
二
に
は
作
物

が
健
全
に
生
育
す

気
象
災
害
や
病
害
虫
な
ど
が
害
を
及

ぼ
し
た
場
合
、
作
物
に
抵
抗
力
を
持

た
せ
る
土
、
底
力
の
あ
る
土
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

う相の
時撲で理
のきす屈
「 ん が で
I也に 、は

力 「簡い
」 地 じ 単ろ

力2にい
人 」 、 例 ろ

聞がえむ
のあるつ
体 る と か
力と、し

にいおい

相
当
す
る
よ
う
な
も
の
と
思
っ
て
下

，、‘助、

。

J
C
a
v
 

。
地
力
低
下
の
お
そ
れ

.
米
な
ど
は
年
A
生
産
が
上
っ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
が
、
こ
の
う
え
「
よ

い
土
づ
く
り
」
を
強
調
さ
れ
る
の
は

全
国
的
に
農
家
の
兼
業
化
が

進
み
、
省
力
栽
培
が
ゆ
き
わ
た
っ
て

{
八
口

堆
き
ゅ
う
肥
な
ど
の
有
機
物
や
無
機

質
の
地
力
増
強
資
材
は
労
力
が
か
か

る
こ
と
も
あ
っ
て
施
用
が
減
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
地
力
が
低
下
し
て
、
農

作
物
の
収
量
の
伸
び
や
、
品
質
の
低

下
も
心
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

る
た
め
に
必
要
な
、
チ

ッ
ソ
、
リ
ン

酸
、
カ
リ
の
三
要
素
の
ほ
か
に
、
珪

酸
、
苦
土
、
石
灰
な
ど
の
養
分
が
い

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
養
分
補
給

の
た
め
の
燐
酸
質
肥
料
、
石
灰
質
肥

料
、
苦
土
肥
料
な
ど
の
地
力
増
強
資

材
を
施
す
こ
と
。

第
三
に
は
先
に
も
言

っ
た
通
り
、

砂
質
浅
耕
土
が
多
い
か
ら
、
こ
う
し

た
と
こ
ろ
は
客
土
を
、
排
水
不
良
地

で
は
排
水
を
よ
く
す
る
方
法
を
講
ず

る
こ
と
で
す
。

-
施
肥
量
の
基
準
は
ど
う
で
す
か
。

県
推
進
協
議
会
で
つ
く

っ
た

も
の
が
あ
り
、
水
田
は
表
l
、
畑
は

{
八
口

表
2
で
す
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
下

‘、‘白

、・0
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。
稲
わ
ら
と
き
ゅ
う
肥
の
交
換

し
か
し
、
有
機
質
資
材
の
う
ち

腐
熟
き
ゅ
う
肥
は
普
通
の
稲
作
農
家

や
園
芸
農
家
で
は
持

っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
畜
産
農
家
か
ら
出
て

く
る
き
ゅ
う
肥
を
活
用
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家

が
相
互
に
稲
わ
ら
と
き
ゅ
う
肥
を
交

換
し
合
う
こ
と
。
し
か
も
こ
れ
を
組

織
的
に
つ
な
い
で
機
械
や
施
設
を
活

」
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
地

力
の
衰
え
が
深
刻
に
な
り
、
す
で
に

一
部
の
地
域
で
は
そ
の
兆
候
が
認
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
農
作
物
の
増
収
そ
の

も
の
が
困
難
に
な
り
、
気
象
や
虫
害

や
病
害
を
受
け
易
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
地
力
は
ひ
と
た
び
衰
え
る

と
回
復
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

毎
年
「
土
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
行

な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

。
県
内
の
土
地
は
痩
せ
て
い
る

-
県
内
の
農
地
の
地
力
は
ど
う
で
す

1P 

大
き
な
川
の
流
域
に
開
け
た

県
内
の
水
田
の
土
の
母
材
は
、
花
山
岡

岩
が
多
い
の
で
、
腐
植
や
酸
鉄
の

含
量
が
低
く
、
砂
や
耕
土
の
浅
い
と

こ
ろ
が
多
く
、

地
力
的
に
は
一
部
を

除
い
て
は
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
基
盤
整
備
工
事
で
表
土
に
痩
せ
た

下
層
土
が
混
じ
り
込
み
、
い
ろ
ん
な

養
分
が
低
く
な
っ
て
し
ま
い
、
完
全

{
入
口

に
元
の
肥
沃
土
に
戻
っ
て
い
な
い
と

見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

畑
は
洪
積
台
地
に
多
く
分
布
し
て

お
り
、
土
は
酸
性
で
腐
植
の
含
量
も

用
し
て
、
省
力
的
に
扱
う
こ
と
を
す

す
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
よ

う
な
組
織
の
育
成
や
施
設
、
機
械
の

費
用
を
援
助
し
よ
う
と
い
う
事
業
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
珪
酸
石
灰
の

施
用
に
も
助
成
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

(図

1
を
参
照
)

-
荒
木
さ
ん
の
と
こ
ろ
は

い
ま
穴

口
場
長
の
説
明
さ
れ
た
こ
と
を
、
実

際
に
行
っ
て
効
果
を
挙
げ
て
お
い
で

に
な
る
そ
う
で
す
が
、
動
機
は
。

。
土
の
構
造
が
変
っ
て

生
産
不
良

荒
木

昭
和
四
四
年
か
ら
四
九
年
に

か
け
て

一
区
画
四
五
ア
ー
ル
の
大

き
い
圃
場
が
造
成
さ
れ
て
、
続
い
て

流
水
容
土
を
し
た
た
め
、
土
の
構
造

が
変

っ
て
し
ま
い
、
ど
う
も
稲
作
や

サ
ト
イ
モ
、
球
根
類
の
生
産
が
思
わ

し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
地

域
の
方
々
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
場

(10アール当り)

稲わら、腐熟きゅ

う肥の併用 腐熟きゅ けい酸
稲わら 堆 ß~ 

稲わ ら 腐う熟肥きゅ う肥 石灰

乾田 500kg 1，.oOOkg 500kg 1，000kg 2，000kg 200kg 

半湿田 300 " 300 1，500 1，000 " (完熟)
黒ポク 400 1，000 500 1，000 2，000 " 漏水田

随用時期 秋 春 秋 秋 秋

12 

水田
表 1

畑(転換田を含む)

1 2 3 4 

堆肥又は腐 組製水酸化 熔成燐肥
炭石又灰はカ消ル

熱きゅう肥 苦土

施毎 作用
2，000kg 

各に適作物し

たPH

年施 1 用団 20kg 50kg 施にて毎応用作じ

表 2
長
さ
ん
が
い
わ
れ
た
通
り
、
有
機
物

を
投
入
し
て
地
力
回
復
を
急
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
畜

産
農
家
と
耕
種
農
家
を
結
ん
だ
地
域

ぐ
る
み
の
「
米
生
産
地
地
力
培
養
推

進
実
験
事
業
」
を
始
め
た
訳
で
す
。

-
事
業
の
仕
組
み
は
。

私
の
と
こ
ろ
は
井
波
町
の
山

野
農
協
が
事
業
推
進
の
主
体
で
、
営

農
組
合
が
こ
の
運
営
に
当

っ
て
い
ま

荒
木

13 

表 3す
。

(表

3
参
照
)

そ
し
て
畜
産
農
家
か
ら
排
出
さ
れ

る
家
畜
の
糞
尿
と
、
水
田
か
ら
の
稲

わ
ら
を
利
用
し
て
、
良
質
の
堆
き
ゅ



う
肥
を
作
り
、
水
田
に
還
え
し
て
地

力
を
高
め
、
米
を
中
心
と
す
る
農
産

物
の
多
収
と
品
質
の
向
上
を
図

っ
て

い
ま
す
。

-
効
果
は
い
か
が
で
す
か
。

。
お
い
し
い
大
き
な
サ
ト
イ
モ

そ
う
で
す
ね
、
米
で
見
ま
す

荒
木

と
、
き
と
い
も
の
跡
作
や
堆
肥
を
入

れ
た
も
の
は
、
稔
実
歩
合
が
高
く
て

酒
米
の
五
百
石
な
ど
は
心
白
が
大
き

く
明
瞭
で
、
好
評
を
受
け
て
い
ま
す

特
産
の
サ
ト
イ
モ
は
、
品
質
も
良

く
大
き
く
、
味
も
大
変
お
い
し
い
も

の
が
出
来
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
球

根
も
、
サ
イ
ズ
比
率
が
高
く
出
荷
球

数
も
多
く
、
球
根
表
皮
に
ツ
ヤ
が
あ

り
充
実
し
た
も
の
が
生
産
さ
れ
ま
す

。
よ
い
土
づ
く
り
の
研
究

-
農
業
試
験
場
や
畜
産
試
験
場
で
は

こ
の
「
よ
い
土
づ
く
り
」
の
研
究
を

し
て
い
る
の
で
す
か
。

富
山
、
石
川
、
福
井
の
農
業

{八口
試
験
場
と
、
富
山
県
の
畜
産
試
験
場

の
四
つ
の
試
験
場
が
協
力
し
て
研
究

を
や
っ
て
い
ま
す
。

畜
産
試
験
場
で
家
畜
の
糞
尿
と
敷

健康管理者はあなた自信です

国民健康保険

知っておきたいこと

国
保
の
届
出
は

す
み
や
か
に

国
保
は
、

他
の
保
険
(
健
康
保
険

共
済
組
合
な
ど
)
に
加
入
し
て
い
な

い
人
達
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
保
険

で
す
。そ

の
業
務
は
、
各
市
町
村
で
行

っ

て
い
ま
す
。
転
入
、
転
出
、
出
生
、

料
(
ワ
ラ
、

モ
ミ
ガ
ラ
、
オ
ガ
ク
ズ

等
)
の
ま
ざ
っ
た
「
き
ゅ
う
肥
」
を

簡
単
に
効
率
的
に
腐
熟
き
ゅ
う
肥
に

仕
上
げ
る
方
法
の
研
究
が
す
す
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

農
業
試
験
場
で
は
、
こ
の
腐
熟
き

ゅ
う
肥
の
ほ
か
に
、
乾
燥
牛
糞
や
製

紙
工
業
で
出
て
く
る
パ
ル
ザ
ス
ラ

ッ

グ
や
稲
わ
ら
等
、
各
種
の
有
機
物
資

材
を
ど
の
よ
う
に
使
え
ば
、
稲
の
生

育
に
支
障
な
く
、
し
か
も
地
力
の
増

強
に
な
る
か
を
実
験
し
て
、
水
田
の

地
力
増
強
資
材
と
し
て
の
正
し
い
使

い
方
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す

-
荒
木
さ
ん
何
か
農
試
へ
の
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

荒
木

早
く
実
際
面
で
地
力
増
強
資

材
を
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
と
、
稲
に
対
し
て
珪
酸
石
灰
の
効

果
は
、
ほ
ぽ
解
明
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
溶
成
燐
肥
の
施
用
効
果
を

確
認
す
る
調
査
を
し
て
い
た
だ
き
た

、
。

BU--{八口

わ
か
り
ま
し
た
。
早
く
デ

l

タ
が
出
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

-
き
き
の
表
を
見
て
も
施
肥
量
が
多

い
だ
け
に
、
省
力
化
の
問
題
も
大
き

い
の
で
は
。

》

死
亡
、
ま
た
会
社
へ
の
就
職
、
そ
の

他
、
家
族
の
も
の
が
、
他
の
保
険
の

被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
な
ど
は
、

必
ず
市
町
村
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く

J
-
P

、ァ、
.

0

9
ム

s
c
し

保
険
料
(
税
)
を

完
納
し
ま
し
ょ
う

国
保
は
、
被
保
険
者
で
出
し
合
っ

た
、
保
険
料
(
税
)
な
ど
で
、
医
療

費
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
支
払
い
負
担
の
し
く
み

は
、
左
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

医療費の支払い負担のしくみ

医療費 (100%)

注調整交付金

5%は財政

力の度合に

応じて配介

される仕組

にな ってい

ます。

ヘーーーーーーー一、r-一一一__.
保険料(税)一部負担金(患者負担)国庫負担金調整交付金

25% 30% 40% Z 5 
，、

高
額
療
養
費

制
度
と
は

お
医
者
き
ん
で
、
治
療
を
受
け
た

と
き
は
、
三
割
分
を
、
一
部
負
担
金

と
し
て
、
お
医
者
き
ん
へ
支
払
い
ま

す
が
、
手
術
を
し
た
り
、
重
体
で
あ

っ
た
り
す
る
と
、
こ
れ
が
数
十
万
円

に
も
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
世
帯
主
の
請
求
に
よ

り
、
同
一
の
病
院
又
は
診
療
所
で
、

一
ヵ
月
、
三
万
九
千
円
を
超
え
た
分

は
、
市
町
村
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
そ
の
分
は
、
保
険
が
肩

替
り
す
る
制
度
で
す
。

交
通
事
故
等
に
よ
る
ケ
ガ

交
通
事
故
な
ど
で
、

ケ
ガ
を
し
た

と
き
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
、

市
町

村
の
窓
口
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

国
保
を
利
用
し
て
治
療
を
受
け
る

。
手
聞
を
か
け
れ
ば
お
返
し
が

{
八
ロ

た
し
か
に
扱
う
量
が
大
き
い

で
す
か
ら
、

地
力
増
強
資
材
の
施
用

に
は
労
力
が
か
か
り
ま
す
。

堆
肥
の

こ
と
を
昔
は
「
手
間
肥
」
と
い
っ
た

ょ
、
つ
に
、

手
を
か
け
て
作
る
肥
料
だ

と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

最
近
は
手
聞
の
か
か
る
仕
事
が
嫌
わ

れ
ま
す
が
、
手
聞
き
え
か
け
れ
ば
、
か

け
た
だ
け
お
返
し
が
あ
る
と
理
解
し

た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
限
度
が
あ
る
の
で

堆
き
ゅ
う
肥
の
積
込
み
、
運
搬
、
散

布
は
機
械
化
で
き
る
時
代
に
な

っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い

っ
た
方
向
で

対
処
し
て
、
で
き
る
だ
け
手
軽
に
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
機
械
を
共
同
で
利
用
す
れ
ば
費

用
も
節
約
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

私
共
で
は
い
ろ
ん
な
農
業
機

械
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
一

0
ア
ー
ル
あ
た
り
数
分
間
で
撒

き
終
る
と
い
っ
た
、
能
率
の
良
い
も

荒
木

の
で
す
。

-

「
よ
い
土
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、

古
く
て
新
し
い
の
が
土
づ
く
り
で
あ

り
、
気
長
に
取
組
む
の
が
土
づ
く
り

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
{
八
口
き

14 

ん
、
最
後
に
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

一

土
は
無
形
の
財
産

作
物
を
作
る
と
い
う
こ
と
は

太
陽
の
光
を
利
用
し
て
、
土
と
水
を

{八口
基
盤
に
し
て
作
物
を
育
て
る
仕
事
で

す
か
ら
、
作
物
が
生
育
す
る
土
台
の

土
を
よ
く
す
る
こ
と
が
農
業
の
生
産

を
安
定
さ
せ
る
基
礎
と
い
え
ま
し
ょ

、「ノ
。ま

た
現
在
の
耕
地
は
私
達
の
祖
先

が
、
大
変
な
苦
労
を
し
て
土
づ
く
り

に
励
ん
で
今
の
姿
に
な
っ
て
い
る
わ

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
あ
と
で
市
町

村
が
立
替
え
た
医
療
費
は
、
加
害
者

が
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

示
談
を
進
め
る
前
に
、
市
町
村
の

窓
口
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
マ
ッ
サ

l

ジ
を
保
険
で
受
け
る
と
き
は

ハ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
を

保
険
で
受
け
た
い
と
き
は

お
医
者

さ
ん
の
同
意
を
得
て
か
ら
、
受
け
て

下
き
い
。

気
軽
に
相
談
の
で
き
る
家
庭

医
(
ホ

l
ム
・
ド
ク
タ
ー
)
を

も
ち
ま
し
ょ
う

家
族
の
健
康
に
つ
い
て
信
頼
し
て

相
談
で
き
る
お
医
者
き
ん
を
、

ム
・
ド
ク
タ
ー
に
き
め
て
お
き
ま
し

ト晶、「ノ
。

ホ

け
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
悪
く
す
る
こ

と
は
、
無
形
の
財
産
を
減
ら
す
こ
と

に
な
り
ま
す
し
、
良
く
す
れ
ば
財
産

が
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
、
遠
い
将
来

ま
で
、
そ
の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
息
長
く

「
よ
い
土
づ
く
り

」
を
続
け
て
ほ
し
い
も
の
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

注
射
・
ク
ス
リ
も

と
き
に
は
危
険
な
ニ
と
も
:
:
:

オ5

同
じ
病
気
で
、
短
い
期
間
に
、
お

医
者
き
ん
を
転
々
と
か
わ
り
、
注
射

を
受
け
、
薬
を
も
ら
う
人
が
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
と
き
に

は
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
は
、
診
察
の
結
果
、

そ
の
人
に
合
っ
た
注
射
を
し
、

薬
を

出
し
て
い
ま
す
か
ら
、
二
重

・
三
重

に
薬
を
も
ら
う
こ
と
は
、
治
る
病
気

も
、
治
り
に
く
く
な
っ
た
り
、

薬
に

よ
る
害
が
で
た
り
、

ま
た
、

み
ん
な

が
払
っ
て
い
る
保
険
料
の
ム
ダ
使
い

に
な
り
ま
す
。



五
一
年
度
国

の
平
均

一
世
帯
あ
た
り
の
家
計
収
支

均
十
六
万
六
千
円
と
な
り
前
年
同
期

に
比
べ
て
五

・
九

r増
加
し
ま
し
た
。

物
価
上
昇
分
を
差
し
引
い
た
実
質
で

民
生
活
白
書
に

に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し

よ
れ
ば
消
費
者

宇品、しょ
、っ
。

• 
実
収
入

(税
込
み
)
月
平
均
二

三

・
二
万
円
で、

実
質
五
軒
の

の
極
端
な
節
約

は
二

・
四
計
の
減
少
と
な
り
実
収
入

五2必0.9 OC.7 

が
少
な
く
な
り

の
減
少
よ
り
下
回
り
ま
し
た
。

:_ 16.1 1-19.8 

消 食 加 住光被雑
主生塩肉乳野乾 調菓果酒飲外 保理自教教交

貸料鮮干 居 熱服 健容皇饗
エ

味
支魚、魚、 食 医術関 娯

係
出費食 介介 類卵菜物品料子物類料食賃貸 費 費療生賛育楽費

自
主
的
な
家
計

減
少

• 
光
熱

・
雑
貨
が
実
質
増
加

づ
く
り
や
経
済

実
収
入
は
月
平
均
二
三
万
二
千
円

と
な
り
、
前
年
同
期

(五

O
年
一

1

次
に
そ
の
な
か
み
を
み
て
み
ま
し

/収入、
費目別にみた(消普支出)の対前年周期増加率

社
会
の
な
か
に

ト
品

、
「
ノ
。

連
帯
性
を
強
め

六
月
)
に
比
べ
る
と
名
目
で
三
・
一

軒
の
増
加
で
し
た
。
し
か
し
物
価
上

食
料
費
は
月
平
均
四
万
九
千
円
で

効
率
性
を
高
め

前
年
同
期
に
比
べ
名
目
で
は
三
・
七

軒
と
増
加
し
ま
し
た
が
、
実
質
で
は

五
・
一

許
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

昇
率
を
差
し
引
い
た
実
質
増
加
率
で

は
五
許
の
減
少
と
な
り
、
全
国
平
均

一切
れ
増
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

ょ
う
と
す
る
動

き
が
出
て
き
た

と
述
べ
て
い
ま

す
。

の
0
・

ま
た
エ

ン
ゲ
ル
係
数

(生
活
費
に

そ
の
実
収
入
の
大
半
を
占
め
る
世

.
占
め
る
食
料
費
の
割
合
)
を
み
る
と

守巴

そ
こ
で
み
な

帯
主
収
入
は
一
八
万
八
千
円
で
名
目

一
六
・
六
Mh
増
と
増
加
し
ま
し
た
が

実
質
で
は
七
・
五
行
増
に
と
ど
ま

っ

て
い
ま
す
。

二
九

・
六
がれ
と
な
り
前
年
同
期
の
三

0
・
二
切れ
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
。

さ
ん
に
こ
協
力

を
い
た
だ
い
て

く
わ
し
く
み
ま
す
と
、
年
々
増
加

い
る
家
計
調
査

の
傾
向
を
示
し
て
い
る
外
食
が
名
目

一一

・
六
行
減
、
実
質
で
も
一

0
・
三

軒
減
と
減
少
し
た
た
め
で
す
。

そ
の
ほ
か
野
菜
、
肉
類
が
名
目
の

の
五
一
年
上
半

こ
の
う
ち
、
世
帯
主
の
定
期
収
入

は
名
目

一
八
・

O
計
増
、
実
質
八
・

期
(
一

i
六
月

)
の
結
果
が
ま

図 1

口 名目

. 実質

八
計
増
と
前
年
同
期
を
若
干
上
回

つ

H
H

臨
時

・
賞
与

世

帯

主

定

期

勤

め

先

収

入

実

収

入

と
ま
り
ま
し
た

て
い
ま
す
。

伸
び
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
質
減
と
な

の
で
、
富
山
市

こ
の
ほ
か
、
妻
・
世
帯
員
収
入
は

月
平
均
二
万
九
千
円
と
前
年
同
期
に

っ
て
い
ま
す
。

の
サ
ラ
リ
ー
マ

住
居
費
は
月
均
一
万
三
千
円
で
で

前
年
同
期
に
比
べ
十
四

・
六
切れ
の
減

少
と
な
り
実
質
で
も
十
六
・
一

軒
の

% 

20 

10 

-10 

-20 

ン
世
帯
(
世
帯

比
べ
大
幅
な
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。

生
活
費

(消
費
支
出
)
は
月
平

均
十
六
万
六
千
円

主
平
均
年
令
四

O
才
、
世
帯
人

員
三
、
七
人
)

• 

減
少
を
示
し
て
い
ま
す
。

五
一
年
上
半
期
の
生
活
費
は
月
平

光
熱
費
は
月
平
均
七
千
円
で
前
年

ω 

同
期
に
比
べ
二
ニ
・
三
切れ
の
増
、
実

質
で
は
九

・
八
軒
の
増
加
と
な
り
、

と
り
わ
け
電
気
代
、
ガ
ス
代
の
支
出

車
等
関
係
費

(実
質
一

0
0
・
九

実
質
で
も
一
九
・
八
かれ
減
と
減
少
し

20万
円

u
h
増
)
保
険
医
療
(
同
四
二
・

o
r

ま
し
た
。

増
)
交
際
費
(
同
三

0
・
七
行
増
)

の
増
加
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

18 

雑
費
は
月
平
均
八
万

一
千
円
で
前

¥ゴ
l

が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

年
同
期
に
比
べ
一
七

・
七
軒
の
増
加

16 

被
服
費
は
月
平
均
一
万
六
千
円
で

実
質
で
も
四
・

三
計
の
増

と
な
り

消
費
性
向
や
や
上
向
く

家
計
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
み
ま
す

• 

(構成比)

47.3% 

14 

前
年
同
期
に
比
べ
二
ハ
・
八
軒
減

な
か
で
も
自
動

加
と
な
り
ま
し
た
。

48.8% 

12 

五大費目の動き

破
壊
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問

ヵ
月
以
上
、
魚
の
油
漬
け
は
六
ヵ

雪
の
季
節
に
な

10 

月
以
上
た
っ
た
も
の
が
味
が
な
れ
て

に
思
つ
人
も
あ
り
ま
す
が

る
と
生
鮮
食
料
品

日
本
缶

詰
協
会
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
製
造
後

お
い
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

が
高
く
な
る
た
め
、

ジ
ュ
ー
ス
は
新
し
い
ほ
ど
よ
く
、
他

一
年
三
一
ヵ
月
経
過
し
た
ミ
カ
ン
か
ん

詰
の
場
合
で
、
原
料
ミ
カ
ン
の
も
っ

て
い
る
ビ
タ
ミ
ン

C
の
八

O
%は
保

加
工
食
品
の
じ
よ

う
ず
な
利
用
が
要

求
さ
れ
ま
す
。

の
か
ん
詰
は
い
つ
で
も
同
じ
よ
う
で

す。

図 2

29.6% 

29.6% 

17 

し
か
し
、
永
久
に
お
い
し
く
食
べ

有
き
れ
、
む
し
ろ
生
ミ
カ
ン
よ
り
安

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
点
か
ん
詰
は
他
の
保
存
食
品

期

制
半

半

下

よ

年

年

内

υ

i

F
3

r
3
 

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
長
い
間
に

に
比
較
し
て
、

は
る
か
に
長
期
間
保

50年よ半期

存
が
き
き
、
衛
生
的
で
す
。
ま
た
種

は
、
主
と
し
て
保
存
中
の
温
度
の
影

さ
ら
に
脂
質
や
た
ん
白
質
な
ど
も

響
で
、
味
、
香
り
、
色
な
ど
の
品
質

か
ん
詰
の
魅
力

一
と
、
手
取
り
収
入
の
う
ち
消
費
す
る

割
合
(
平
均
消
費
性
向
)
は
八

0
・

二
切れ
で
、
全
国
の
八
三
・
四
軒
を
下

回
り
ま
し
た
が
、
前
年
同
期
の
七
七

前
年
同
期
一
五
・
六

r、
全
国
の
九

・

o
rを
上
回
っ
て
お
り
、
ひ
き
続

が
き
わ
め
て
緩
や
か
に
で
す
が
変
化

し
ま
す
。

類
主
旦
富
で
す
し
、
中
味
に
廃
棄
部

き
市
民
の
貯
蓄
性
が
現
わ
れ
て
い
ま

そ
こ
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期

ほ
と
ん
ど
変
化
せ
ず
、

か
え
っ
て
消

分
が
な
く
、

ほ
と
ん
ど
調
理
せ
ず
そ

間
で
す
が
、
直
射
日
光
の
当
ら
な
い

す
。

化
の
よ
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
魚

-
七
切れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
手
取
り
収
入
か
ら
生
活
費

を
差
し
引
い
た
「
黒
字
」
は
四
万
一

千
円
と
な
り
前
年
同
期
に
比
べ
九
・

o
rの
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
手
取
り
収
入
か
ら
貯
蓄
に

の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
イ
ン
ス

-

今
回
の
資
料
は

終
わ
り
に
、
今
回
資
料
と
し
て
利

用
し
た
「
家
計
調
査
」
は
富
山
市
の

調
査
世
帯
(
七
二
世
帯
)
が
少
な
い

た
め
、
と
き
に
は
か
た
よ
り
が
現
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

所
で
通
常
の
温
度
で
保
存
し
た
場
合

な
ど
は
骨
ご
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。

タ
ン
ト
食
品
と
し
て
も
広
く
利
用
き

魚
介
類
の
水
煮
、
油
漬
け
、
味
付
け

か
ん
詰
の
食
べ
ご
ろ

れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ー
フ
、
そ
の

ソ
ー
ス
漬
け
、

果
物
の
シ
ロ

ッ
プ
漬
け
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か
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造
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類
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ら
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実
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浸
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け
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で
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タ
ミ
ン
が

ッ
プ
漬
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年
間
く
ら
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-県政のうごき

9月19日・ 252間関;訪問
着工が遅れている北陸新幹線のメドを一日も早く立

てようと、富山、石川、福井、長野の沿線 4県知事会

議が、同新幹線建設促進同盟会長中田富山県知事の呼

びかけで富 山市で開催きれました。この結果、 10月中

旬に同同盟会の世話人知事会議を聞き、同国会議員連

盟に呼びかけ、政府首脳へ沿線各県の政治力を結集し

て、早期着工に持ち込む方針をきめました。

(この項10月14日に関連)

9月20日・2でき望号室喜容を充
旧富山刑務所跡地に建設を予定している、県立美術

館の構想について、中田知事は、置県百年記念にこだ

わらず;早い機会に建設したいと発表。規模は中規模

程度 とし、郷土の秀作を中心に内容を充実、 富 山県の

特色を出す方針。

9月21日・ 34ヰ236刀ゴローガ
県下一斉に交通安全運動が始まり、中田知事も街頭

で安全指導に一役買い、警察官のべ 4万人が取締りに

あたりました。

9月28日・5Z52225222E

昭和39年に指定を受けた富山・高岡新産業都市(19-

T甘町村)は、建設基本計画に基づき、富山新港とその

背f地:の臨海工業地帯建設及び太閤山団地の造成などを

中 'L~に行・な ってき ました 。

しガし現状においては、生活関連施設の整備に相対 。

的な 立ちれがみられるなど、全般的には所期の目的

を達成する恰は享ら ないところから、各地区の夢設整

備 の成果や諸情ザを器支えつつ、同建設促進岳の一部--ー --=--:..::_

9月16日，__，10月15日
が改正され、最近の住民ニーズの多様化や、環境保全

の見直し等検討して、 5ヵ年延長した新計画案を策定

しました。新計画には、拠点開発を中心に波及効果を

ねらう当初の基本方針は変わりませんが、生活環境の

向上、自然環境の保護復元などの生活関連施策の投資

額と、生産関連投資額の比率は、 51;，'*と49;，'*になり、

従来の産業優先の計画と逆転しています。

Eコ 「園、 a‘地価は前年度に比べO.8~~f上昇
9月30日・ -51年度県内地価調査結果ー

今年 7月 1日時点て¥県内 263地点(宅地林地)の

地価を調査 した結果、前年度に比べて 0.8;，'*と僅かに

上昇していることがわかりました。前回調査では平均

5.6;，'*下落していた地価が上昇したのは、景気回復に

よるものと考えられます。年間 0.8;;*程度の地価上昇

は心配することもないとしながら、監視を強化する必

要があるとしています。(こ の項12月号参照 )

10月 4日・ 赤い羽根共同募金運動始まる

第30回目を迎えた赤い羽根共同募金運動が始まり、

山県の今年の目標額は 3.850万円で、昨年より 1割

増X初日は中田知事も富山市内に出て、道行く人たち

を日乎び‘カミけました。

5日・T22222「やや不良」
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献体運動に協力しましよう
瞳醐盟鱒韓錨

北陸農政局富 山統計情報事務所は、今年の水稲作柄

概況と水稲作付面積を発表。

作柄は 8月15日現在の調査の 101平年作よりも 3ポ

イント低い、 98のやや不良となりました。10アール当

たりの収量が 460九、試算総収量は、 29万 4，900トンが

見込まれます。 これは47年以来 4年よりで、その要因

は、 8月上旬からの天候が、一時的に夏型となったも

のの、低温・日照不足、多雨の極めて悪い条件となり

さらに 9月10日頃台風17号で断続的の大雨に見舞われ

たためです。 このため、登熟が早・中・晩生とも、全

体のモミ数は多か ったが、不稔粒や未熟粒が多く、加

えて葉いもち、穂いもち病も多発 (史上最高)し、作

柄が下回り、やや不良とな ったものです。

10月 9日・巨匠の名作展開幕一県民会館一
明治初期から昭和前期までの、近代日本の洋画を築

いた巨匠たちの代表作を、県民会館 3階の美術館で展

覧 しました。

東京国立博物館、東京国立近代化美術館、東京国立

文化財研究所、東京芸大資料館、ブリヂストン美術館

の協力を得て開催されたも ので、こ れらの美術館が所

蔵する巨匠22人の不朽の名作32点が出品きれて、その

中には重要文化財に指定きれているもの 5点が含まれ

ているという、全国でも例のない豪華な内容のもので

した。

10月10日・監禁元;器よト
国立大学の入試改革を目指す国立大学協会は、富山

大学など全国48大学で「国立大学共通一次試験」の模

擬テストを、 10日11日の両日にわたって実施しました

このテストは今年で 3回目で、共通第一次試験は54年

春から実施の予定です。富山県でテストが行なわれた

のは初めてて¥県内の県 ・私立高校37校から 193名が

受験し ました。

10月14日・ T;??4if積書ぅー
10月14日から 18日まで、大和百貨庖 8階催事場で、

第 6回みんなの消費生活展が聞かれました。今回のテ

ーマは、みんなで暮らしを見直そっとし、消費者保護

に関しての各種の制度や生活設計、知識などを紹介し

又、これからの暮し方をみんなで考え、生活のあり方

を研究しようと、 6つのコーナーをパネル、実物、実

演で設け、一般消費者の関心を呼びました。

10月14日・ 2f322課程214県代表

3年間も遅れている北陸新幹線着工のメドは、今臨

時国会にあると、中田知事ら建設促進同盟会と同議員

連盟の合同役員会を東京で聞き(富山 ・石川 ・福井 ・

長野各県代表約40名出席)運輸省・国鉄 ・国土庁 ・鉄

建公団の説明を聞いたあと、三木首相をはじめ大平蔵

相・石田運輸相・井出官房長官・自民党内田幹事長 ・

桜内政調会長ら、政府自民党首脳に強く陳情しました。

10月号の訂正

10月号のトピックス

.中、9月3日の立山山

麓観光レ クリェーショ

ン地区計画、 国整備事

業区に指定されるーー

の言医事中、誤りがあり

ましたので次のように
訂正してお詫ひ瞬いたし

ます。

本文3行自

(誤)運輸省の大樹莫レ

クリェーション地区整

備事業として指定され

ました。

(正)運輸省の大規膜レ

クリェーション地区整

僻事事業として指定され

るよ う、大蔵省吋2年

度予算に車血込むよう要

求しました。
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.ご案内

奨学・修学

.入学資金

の貸与

富
山
県
で
は
、
大
学
や
専
門
学
校

高
校
へ
の
進
学
者
に
、
奨
学
資
金
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修
学
資
金
、
入
学
資
金
な
ど
を
無
利

子
で
貸
与
し
て
、
向
学
心
に
燃
え
る

若
い
世
代
の
方
に
便
宜
を
図
っ
て
い

ま
す
。貸

与
対
象
者
の
貸
与
額
、

期
日
、
問
合
せ
先
を
登
載
し
て
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き
ま

出
願

し
た
が
、
種
類
に
よ
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資
金
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返
還

が
免
除
き
れ
た
り
、
返
還
期
間
の
猶
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措
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が
あ
っ
た
り
、
ま
た
貸
与
対

象
者
の
決
定
に
細
か
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チ
ェ
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が

あ
り
ま
す
の
で
、
心
当
り
の
方
は
、

在
学
中
の
学
校
あ
る
い
は
直
接
関
係

担
当
課
へ
問
合
せ
て
下
き
い
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
、
国
で
行
う
育

英
資
金
や
市
町
村
及
び
個
人
や
企
業

で
行
、
っ
奨
学
資
金
も
あ
り
ま
す
か
ら

充
分
検
討
の
上
お
申
込
み
下
き
い
。

人

観
豊秋半二作

カー

県有美術品(絵画)紹介シリーズ囚

しょう

生
じよう

上
J ぽん

日
日日

~J 

下
~ 

。富山県奨学資金

対象者

県内に居住する世帯の生徒、学生で身体強健・品行方正・学業成績優秀だが学資の支弁が困難で、ある 。

貸与額

lF貝| 奨学資金貸与月額|

1.... ~^b I入学年次11，000円|
学|約 30名 I/2年次以上 6，000円|卒 業後

10年 6ヵ月以内に
高校 1.... ，̂ b  I ~ ^^^m  I 
(高専含む)I約 40名 5，000円| 半年賦又は年賦

出願期限は昭和52年 4月30日まで。問合せ

。富山県医学生等修学資金

対象者

大学で医学・歯学の教養課程、専門課程及び大学院在学の学生もしくは、昭和52年 4月入学見込みの方

で、卒業後県内の公衆衛生行政機関・知事指定の公立病院や診療所及びへき地医療センターに勤務する方。

貸与額

月額40，000円(教養課程入学時加算額 300，000円)

出願期限は昭和52年 4月30日まで。 問合せ 県厚生部医務課

。富山県看護学生修学資金

対象者

看護職員の免許を取得し、県内において看護職員として業務に従事しようとする看護学生で知事が適当

と認めた方。

貸与額

奨学資金返還方司

県教育委員会指導課

貸与月額

8，000円以内

9，000円 "

8，000円 H

出願期限は学年開始の日から30日以内。問合せ

。母子家庭の子女大学入学資金

対象者

配偶者のいない女子に、現に扶養きれている子女又は、父母のない子女(父母が心身障害等により長期間

労働能力を失い、その扶養を受けることができない子女も含む)が、大学又は短期大学に進学する場合、

入学経費の調達が困難な家庭の方。

貸与額

100，000円以内、償還期間 3年以内、据置期間、大学又は短期大学卒業後 6ヵ月経過するまで。

出願期限は昭和52年 3月31日まで。問合せ 県厚生部婦人児童課

@富山県保母修学資金

対象者

厚生部医務課

大

区 分

保健婦又は助産婦の養成施設に在学の方

|県総合衛性学院第 1又は第 2看
看護婦の養成施|護学科に在学する方

設に在学する方|その他の養成施設に在学する方

准看護婦の養成施設に在学する方 4，000円 H

I 60cm X 144cm 在 ・県民会館

た、匝|面てやは来迎図が描かれている 。

豊秋半二 は朝日町の出身、安田靭彦に師事

日本美術院展に出品白寿賞、大観賞受賞、現

在は無所属、自ら孤絶独自の画境を聞く、古典

に対する深い造詣と写実を越えた東洋画風の

水墨山水、イ弗画等に情熱をかたむける異色の

作家である。 佐藤良正

日本美術院展(第36回-1951年)出品作、

宇治平等院の扉絵を扱ったもので藤原時代そ

のま ま根気よく壁画の細部に及び、古典を現

代に写 した格調高い作品であ る。

下品上生というのは、浄土三部教の一つ観

無量寿経に説かれている九種類(九品)の第七

番目の相て¥ごく普通の九夫が往生するすが
保母養成所に在学し、卒業成績が優秀で、、将来県内の児童福祉施設等において保母として従事しようと

する方で学資の支弁が困難な方。

貸与額 月額 8，000円以内 (51年度)で知事が定める金額。

出願期限は毎年 4月中。 問合せ 県厚生部婦人児童課
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交通弱者の
~通弱者といわれる「こども「おとしより」の受通 亙~

安全には、運転する人も、家族の人も、近隣の人たちも ・'‘・
くれぐれも気をつけてあげましよう。 ~ヨ~

まず受通弱者の特性を知りましよう。 '111
@こどもは身をもってものを覚える能力をもっていま -z-

す。幼い時からのシツケーガ大切です。正しいお包さ 畠...... 

んの指導で、こどもの殆んどは受通ルールを覚える ~、

ものです。 ~‘h

Oおとしよりは・3定通ルールに無とんちゃく・敏しよ ーiiiIii亙
うではない・目が薄い・耳ガ遺い・車のスピードガ ーーーー
よみとりにくい芯どガあげられます。

.敏しようではない

-突通ルールに無とんちゃく

-耳ガ遠い

J--・E ・-・みなさんの広報課から「お知らせJ- ー、
， みなさんの広報課は、県庁の玄関の右側にありま ・新聞「みん怠の県政」 は4紙に登載 ‘ 
ー す。広報課は、県民のみなさんのご意見やご希望、 毎月の最終土曜日に、北日本・富山 ・読売 ・北陸中 -

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と、県の施

策をみなさんに一日も阜くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての次刀

ような仕事をしています。

.テレビ「みんなの県政」 でお楽しみくださし」

*北日本版送 (KNB)

包週の日曜日、午前9時から30分間力ラ一服送

県施策を対談・座談会 ・県政ふるさとめぐりなどで

わかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34)

自週の月曜日から土曜日までの白目、午後5時4&r

から(土曜日のみ午後5時25分から)5分間カラー

股送。

県からのお知らせ、郷土の伝統産業、県内¢漢術工

芸昂紹介、みなさんの声などをユニークに腕主。

- ・月刊誌「みん怠の県政」 は包月5日頃に発行、h 県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

『司

日の各新聞に、県政の最近の動きや島近なお知らせ

を載せています0

・ご相談ごとはお気軽!こ県民相談室へ

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民相談室(広報課内)

干930富山市新総曲輔マの7fi (0764) 31 -3131 (直通〉

高岡地方県民相続室

干933高岡市赤祖父211高岡総合庁舎内

包 (0766)21-，.8411 

魚津地方県民相桜室

〒937魚津市新宿10-7魚津総合庁告内

宮 (0765)24-53竹

砺波地方県民相桜室

〒939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁舎内

包 (07633)3-5151 

ノ
-みんなの県政11月号No.94.企画発行 富山県知事公室広報課 富山市新総曲輪 1の7ft31-3131(直通)干930
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